
第４１回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成２９年３月６日（月） １５：００～１７：００ 

場 所：（一財）日本建築総合試験所 大阪事務所 

出 席 者： 鎌田会長，森幹事，永山幹事，服部会員，藤原会員，内田会員，寺澤会員，鈴木様， 

吉田会員   以上 9名（順不同，敬称略） 

配布資料：41-0   第４１回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          41-1   第４０回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

41-2 JCI Web 記事 高温環境下におけるコンクリートの性能評価に関する研究委員会 

（内田会員） 

41-3  JCI高温環境下におけるコンクリートの性能評価に関する研究委員会 加熱実験結果

（化学分析）の紹介（吉田会員） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。また，西日本高速道路エンジニアリング関西（株）の鈴木様

より話題提供を頂けるとの説明があった。 

 

２．第４１回議事次第 

  内田会員より，本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

３．第４０回議事録（案）の確認 

  内田会員，寺澤会員，吉田会員より説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）内田会員より，日本コンクリート工学会の研究委員会で現在活動している「高温環境下におけ

るコンクリートの性能評価に関する研究委員会」について，JCIのHPに掲載予定の「増刊コン

クリート技術」にそって，紹介がなされた。また，当該委員会で共通実験を行った結果を，JCI

年次大会の 論文に 8編投稿したとの説明があった。 

吉田会員より，同研究委員会に関連して実施した加熱実験の結果について説明があった。コン

クリートが火害を受けると強度や耐久性能が低下する。これは，骨材とセメント組織の熱膨張・

収縮挙動の相違，石英の相転移による膨張，セメント水和物の化学的変化に起因する。炉で加

熱した試験体（90×90×30cm）からコアを採取して化学分析を行った結果，受熱温度に応じた

水和物の変化（分解や合成），水分状態の変化などをコンクリート表面から深さ方向に連続的に

捉えることができたとの説明があった。また，低含水率の領域では，フェノールフタレイン溶

液による発色が濃くなることが示された。なお，永山幹事より，フェノールフタレイン溶液の

発色については，自然に乾燥したケース，火害を受けたケースで発色の濃淡が異なることを実

験を行って比較するなど，慎重に検討すべきとの指摘があった。 

（２）内田会員より，日本材料学会 第 16回 コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードシン

ポジウムで発表した「ウォーターカップリング磁歪センサによるコンクリートの弾性波伝搬速



度の測定と PCグラウト充填状況の評価への適用」についての紹介があった。 

①磁歪センサの振動特性は形状で決定されるのでは，②計測するごとに水を入れ換えるのか，

③コンクリート部分の速度のばらつきを考慮して PC グラウト充填・未充填での速度を再整理

すると，速度から未充填と判断するのは難しいのでは，④速度のばらつきが生じる原因は，な

どについての質問があった。 

 

４．今後の予定 

  第４２回交流会：平成２９年５月３０日 １５：００～１７：００ 

  場所：大阪大学中之島センター 

 

以上 

 

（記録：内田会員，寺澤会員，吉田会員） 


